
広報

(6/7 .西大村中3年4組の公開授業〉

西大村中学校では6月ア日¥市内中学

校のトッフ。をきって「コンビユタ教

室」が開設されまし芝。

授業は週オ回、いろんな教科に利用さ

れます。みんなとても興味深く¥そして

楽しく親しんでいるようです。

早くマスターしてね/

※関連記事は3ページlこ掲載しています。

平成3年プ月号
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ー
移
動
市
長
室
を
開
設
し
ま
す

l

民
自
身
ど
ん
の
生
の
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
、
い

皆
さ
ん
の
声
を
広
く
市
政
に
反
映
さ
せ
、
明
る
く

住
み
よ
い
・
夢
と
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
市
長
と
、
市
内
の
地
域
や
グ
ル
ー
プ
の

皆
さ
ん
と
ひ
ざ
を
交
え
て
話
し
合
え
る
機
会
を
設
け

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

希
望
さ
れ
る
団
体
は
、
早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

明るく住みよい・夢と活力のある

まちづくりを目指して

(三浦・ゲートポーjレ大会より)

A 
J 

J 

仁1

希
望
で
き
る
団
体
市
内
の
各
種

団
体
や
グ
ル
ー
プ
(
会
員
初
人
以

上
)
例
:
・
町
内
会
、
老
人
会
、
婦
人
の

会、

青
年
の
会
、
文
化
・
体
育
団

体
な
ど

※
開
催
要
項
お
よ
び
申
込
用
紙
は
、

秘
書
広
報
課
、
各
出
張
所
に
備

え
て
い
ま
す
。

開
設
期
間
7
月
1
日
月

(
8
月

は
休
み
ま
す
)

時
間
と
回
数

1
回
約
2
時
間
、

午
後
1
時
1
9
時
ま
で
の
問
、
約

初
会
場

会
場
町
内
公
民
館
・
出
張
所
な

ど
集
会
で
き
る
場
所

※
会
場
は
、
希
望
さ
れ
る
団
体
で

確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
・
希
望
日
の
初
日
前

ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
0

・
期
日
・
時
間
の
調
整
が
必
要
で

す
の
で
、
申
込
書
に
記
入
前
に
必

ず
、
秘
書
広
報
課
秘
書
係
(
内
線

2
0
2
)

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

- 2ー

昨年の市政懇談会より



縫
製
技
術
学
ひ
ま
宮

ー
上
海
県
よ
り
産
業
技
術
研
修
生

l

広報おおむら平成 3年 7月号

企業誘致に弾み

市役所を表敬訪問した上海県の研修生の皆さん
(6/1・市役所)

中国・上海県の産業技術研修生(女性11人。

うち 1人は引率者)が、 5月31日大村を訪れ

ました。皆さんは今後 1年間、吉原工業側で

縫製技術などを学ばれることになっています。

大
村
市
と
上
海
県
は
昭
和
日
年

に
友
好
都
市
と
な
り
、
以
来
、
農

業
や
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
交

流
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
産
業

技
術
研
修
生
派
遣
は
初
め
て
で
す
。

こ
の
日
長
崎
空
港
で
は
、
浜
田

収
入
役
や
日
中
親
善
協
会
、

吉
原

工
業
な
ど
の
出
迎
え
を
受
け
、
翌

6
月
1
日
、
市
役
所
を
表
敬
訪
問
。

松
本
市
長
は
、
「
1
年
間
の
研
修

は
大
変
だ
が
、
頑
張
っ
て
成
果
を

あ
げ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
楽
し
く

過
ご
し
て
く
だ
さ
い
」
と
歓
迎
。

叩
人
の
引
率
者
で
あ
る
王
さ
ん

は
、
「
1
年
間
の
研
修
は
、
必
ず
や

上
海
県
の
水
準
を
高
め
る
と
期
待

し
て
い
る
。
ま
た
、
両
国
の
友
好

が
ま
す
ま
す
深
ま
る
よ
う
努
め
た

い
」
と
あ
い
さ
っ
さ
れ
ま
し
た
。

=工業団地一高速道との直結道開通=

~ 2完
池丁成
田目し
2線た
丁イ市
目ン道

弘?警
芸合原
ノr、・ .P守ー . 

言品音
大村インターと大村ハイテクパークを最短

距離で結ぶ、市道雄ヶ原・池田 2丁目線が完

成、全線開通しました。

これに伴い、ハイテクパークなどへの交通

が便利になり、今後の企業誘致に大きな弾み

となります。

この改良新設工事は昭和60年度から始めら
れ、総延長約3九のうち約 2.7九は数年前に

完成し供用開始されていましたが、インタ一

入口付近約 270なが未開通となっていまし

た。道幅は 8. 8 :;です。

大村ハイテクパークの第 2・第3工区の造

成工事が間もなく完成の予定で、この道路開

通により、企業誘致に期待がかかります。

地域発展にご尽力

=町務連絡員総会で表彰=

町
務
連
絡
員
総
会
が
5
月
初
日
、

市
コ
ミ
セ
ン
で
聞
か
れ
、
永
年
、

行
政
と
町
内
会
の
パ
イ
プ
役
と
し

て
、
ま
た
、
地
域
発
展
に
ご
尽
力

さ
れ
て
い
る
永
年
勤
続
者
の
方
々

永年勤続表彰などが行われた町務連絡員総会
(5/20・市コミセン)

の
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
次
の

皆
さ
ん
で
す
。
(
敬
称
略
)

。
何
年
:
・
菅
原
肇
(
有
楽
町
)
、
染

石
常
雄
(
竹
松
本
町
第
2
)

市
内
中
学
校
で
初
め
て

ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
教
室
開
設
l

開設を祝って行われたテープカット
(6/7・西大村中学校)

今
回
、
西
大
村
中
学
校
に
設
置

さ
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
幻
台
。

1
年
生
か
ら
3
年
生
ま
で
週
1
回

の
授
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

高
度
情
報
化
時
代
に
応
え
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
基
礎
知
識
を
習

得
さ
せ
よ
う
と
い
う
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
教
室
、
開
設
式
に
は
、
市
長
、

教
育
長
、
議
長
、
各
小
中
学
校
長

ら
が
出
席
。

生
徒
代
表
の
川
口
加
奈
子
さ
ん

。
刊
年
:
・
井
原
勇
雄
(
久
原
住
宅
)
、

田
中
龍
男
(
玖
島
3
丁
目
第
1
)
、

岩
崎
勝
摩
(
片
町
第
1
)
、
中
井
政

次
(
上
諏
訪
)
、
福
田
豊
(
下
諏
訪
)
、

貞
松
紀
敏
(
植
松
1
丁
目
)
、
松
尾

増

一

(
原
口
ア
パ
ー
ト
)

。
5
年
・
:
田
崎
美

(
平
)
、
片
山
安

男
(
内
倉
)
、
大
川
内
八
郎
(
外
浦

小
路
)
、
西
岡
津
守
(
上
小
路
)
、

江
崎
強
(
西
本
町
第
1
)
、
川
里
幸

雄
(
西
本
町
第
2
)
、
松
山
正
敏
(
柴

田
)
、
山
本
静
男
(
池
田
9
区)、

内
村
敬

一
(
池
田
口
区
)
、
田
中
利

幸

(
古
町
5
区
)
、
大
崎
敏
明
(
松

並
第
1
ア
パ
ー
ト
)
、
藤
崎
武
(
上

杭
出
津
)
、
田
口
善
男
(
松
並
1
丁

目
)
、
二
宮
浅
一
(
雄
ヶ
原
)
、
五

反
田
良
二

(
富
の
原
2
丁
目
)

(
3
年
)
が
、
「
2
年
の
時
か
ら
パ

ソ
コ
ン
が
入
る
と
聞
き
、
ず
っ
と

待
ち
望
ん
で
い
た
。
自
ら
が
情
報

を
引
き
出
す
事
が
で
き
る
よ
う
に

し
っ
か
り
学
ぴ
、
充
分
に
活
用
し

て
い
き
た
い
」
と
、
今
後
の
抱
負

と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
松
本
市
長
、
田
中
教

育
長
、
本
田
嘉
彦
氏
、
生
徒
代
表

ら
に
よ
る
テ
l
プ
カ

ッ
ト
。

3
年
4
組
の
生
徒
に
よ
る
公
開
授

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
教
室
は
、

西
大
村
中
学
校
が
ト
ッ
プ
を
き
っ

て
開
設
し
ま
し
た
が
、
平
成
5
年

度
ま
で
に
、
残
り
5
中
学
校
に
す

べ
て
導
入
さ
れ
る
予
定
で
す
。
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V合唱愛好者の美しいハーモニー
(6/9・市民会館〉

第11回大村市合唱祭ガ6月9目、満席

で埋まる市民会館で盛大に開かれましだ。

各中学校のコーラス、同08のコーラ

ス¥ゴールあじさい¥少年合唱団、混声

合唱団、ダ・力ーポ、力トレ戸コーラス、

グリーンコーラスなど多数の団体が出場。

合唱愛好者の自慢ののど、美しいj¥ー
モ二ーを披露しましだ。

広報おおむら平成 3年 7月号

企 18で8万850個(6/9・大村公園
ほか〉

6月9目、県下一斉に実施されだ「空

き缶回収キャンペ-ン」。大村市も同目、

市民総参加で行われました。

町内会や事業所などで実施するほか、

ここ大村公園では、ボーイスカウト・ガー

ルスカウト、婦人会、青年会議所、商工

会議所など約150人が参加。

空き缶、ビニール袋、すい殻など、 た

くさんのゴミや空き缶が回収されましだ。

この日集まつだ空き缶は8万850個、
重量は3，638もにもなりました。

企思い思いに花公園 (6/9・大村公園〉

第3回を迎えだ花の街スケッチ大会が
6月9目、花しようぶ、あじさいが咲き

誇る大村公園で行われましだ。

スケッチ大会には、知稚園児から小・

中学生約420人が参加。思い思いの花

公園を描きましだ。 いつもつこ

ま芝、この日は野だてや五木瓜による

太鼓¥黒丸踊りなども催され¥多くの花

見書でにぎわいましだ。

企緑化に役立ててく6/4・市役所〉
九電大村営業所、大村発電所より6月

4日、市に緑化樹が寄贈されましだ。

環境月間にちなみ包年寄贈されている

もので、市役所を訪れだ佐藤営業所長か

ら松本市長に、ツツジ、力イヅ力、サン

ゴジュの目録ガ手渡されました。
緑化樹は、本年度新設される富の原第

2公園の緑化lこ役立てられます。

4
元
気
は
つ
ら
つ

(
5
/
初・
市
営
陸
上
競
技
場
)

老
人
ク
ラ
ブ
の
親
ぼ
く
と
健
康
維
持
を
図

ろ
う
と
5
月
初
日
、
市
営
陸
上
競
技
場
で
、

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
つ
ヘ
ホ
l
ツ
大
会
ガ
開
か
れ

ま
し
た
。
市
内
向
山
ク
ラ
ブ
約パ
1
4
0
0
人
ガ
参
加
。

印
げ
走
や
ゲ
ー
ト
、
ホ
ル
を
使
つ
だ
タ
ー
ゲ
ッ

ト
競
争
、
輔
な
げ
リ
レ
ー
な
ど
、
元
気
に
、

そ
し
て
和
気
あ
い
あ
い
と
競
技
を
行
い
ま
し

だ。

，f 

‘親子でハッスル!(6/9・市民体育館)
ソフトバレーボール〈ファミリーの部〉
の長崎県大会ガ6月9日、市民体育館で

行われまし定。

大会には、フ戸ミリーの部37チーム¥
オープンに20チームガ出場、親子で声を

かけ、励まし合いながらのプレーに盛ん

な声援がかかります。

大村は、立石・前田JJ7ミリーが決勝
まで進みましだが、おしくも販れ¥全国

大会出場はなりませんでしだ。

.シリーズ・

統計でみる大村市

ム融Part2

二事業所=

tlf'多彩

前
回
(
昭
和
日
年
)
の
事
業
所

統
計
調
査
に
お
け
る
大
村
市
の
事

業
所
数
は
3
、
1
4
6
で
、
従
業

者
数
は
2
6
、

0
4
7
人
と
な

っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
昭
和
印
年
以

降
の
結
果
と
比
べ
る
と
、
毎
回
約

5
1
1
%
の
増
加
を
し
て
お
り
、

事
業
所
数
は
昭
和
印
年
調
査
で
の

2
、
4
4
1
に
比
べ
、
日
年
間
に

お
・

9
%と
大
幅
に
増
え
て
い
ま

す
。

-4-

昭和50年 昭和53年 昭和56年 昭和61年

事所業数 従者業数 事所業数 従者業数 事所業数 従者業数 事所業数 従者業数

全 産 業 2，441 20，843 2，701 22，788 2，987 24，813 3，146 26，047 

農 林 j魚 業 12 129 11 252 14 101 16 147 

ま広 業 1 21 3 32 4 34 3 31 

建 壬両又凡a 業 153 1，942 183 2，143 214 2，526 210 2，253 

製 造 業 170 2，989 155 2，904 176 3，072 205 3，897 

熱電供気 7ゲス ・ 7 414 6 262 8 293 8 313 給・水道業

運輸 ・通信業 54 1，210 53 1，432 60 1，514 75 1，587 

卸売・小売・飲食庖 1，307 5，158 1，507 6，094 1，606 6，957 1，612 6，964 

金 融・保険業 52 419 55 419 60 504 66 527 

不 動 産 業 33 111 38 102 50 125 64 158 

サー ビス業 617 5，624 655 6，110 758 6，732 849 7，280 

ア品¥主、 務 35 2，826 35 3，038 37 2，955 38 2，890 

( 

事
業
所
数
の
構
成

卸売・小売
飲食庖

51.2% 

従
業
者
数
の
構
成

間
業
鯛
一
頃
薗
自
白
巴
ヨ
臼
お
を

1
7
月
4
1

日
現
在
で
実
施
さ
れ
ま
す
l

7
月
1
日
現
在
で
、
平
成
3
年
事
業
所

統
計
調
査
お
よ
び
商
業
統
計
調
査
が
全
国

一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。
調
査
の
対
象
と
な

る
の
は
、
農
林
漁
家
を
除
く
す
べ
て
の
事

業
所
で
す
。

事
業
所
統
計
調
査
は
、
事
業
所
お
よ
び

企
業
の
産
業
、
従
業
者
規
模
な
ど
の
基
本

構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
商
業
統
計
調
査
は
、
わ
が
国

の
商
庖
の
販
売
活
動
の
実
態
や
分
布
状
況
、

商
品
の
全
国
的
な
流
通
状
況
を
把
握
す
る

こ
と
で
す
。
調
査
事
項
は
、
統
計
を
作
る

た
め
だ
け
に
用
い
ら
れ
、
そ
の
ほ
か
の
用

途
に
使
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
二
つ
の
調
査
は
、
統
計
法
に
基
づ

い
て
行
わ
れ
る
国
の
重
要
な
統
計
調
査
で

す
。
調
査
員
が
調
査
票
の
記
入
を
お
願
い

に
、
各
事
業
所
を
訪
問
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
市
企
画
調
整
課

生主日理lこ 量手主管当 児童手当
い号:提出し兄 車...... 

uた、て 況届

E25 提
零ET i Uh 出は
で月中 お

問い 9
い 提出カなfごな 0ーtJ.合わ い

せ会で

すまりロ て丈、きくゴ、
。

- 5一



をiELく知ろう/2中豪Eに備え襲象予

H

台
風
や
豪
雨
は
予
測
で
き
る

か
ら
怖
く
な
い
H

と
錯
覚
し
て
¥

巴
頃
の
対
策
も

ω構
え
も
で
き
て

い
な
い
と
し
だ
ら
大
間
違
い
。
事

前
に
予
測
出
来
る
と
は
い
え
、
大

雨
や
強
風
の
威
力
は
計
り
し
れ
ま

せ
ん
D

決
し
て
油
断
す
る
こ
と
な
く
充

分
な
対
策
を
だ
て
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
そ
の
た
め
に
は
、
異
常
時
に

発
令
さ
れ
る
予
報
の
意
昧
を
正
し

く
知
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

テ
レ
ビ
で
注
意
報
、
警
報
と
よ

く
出
て
き
ま
す
が
、
こ
れ
は
¥
県

内
の
ど
こ
か
に
重
大
な
災
害
の
起

こ
る
恐
れ
が
あ
る
と
予
想
さ
れ
る

場
合
に
、

一
般
の
警
戒
を
う
な
が

す
だ
め
に
気
皇
自
署
ガ
発
表
す
る

も
の
で
¥
警
報
の
種
類
と
基
準
は

次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

白注意報、警報はその種類にかかわ

らず解除される まで継続されます。

しかし新たな注意報、警報が発表

された場合には、それまで継続中

の注意報、 警報は自動的に解除さ

れて、新たな注意報、警報に切替

えられることになり ます。

警報の種類と発表基準 (平成 3年 4月 1日現在)

種 類 発 表 基 準

暴 風警報
暴風により、大きな災害が起こる恐れがあるとき。

平均風速予想、が20m/s以上。

暴風雪警報
暴風雪により、 重大な災害が起こる恐れがあるとき。(雪を伴う)

平均風速予想、が20m/s以上。

大雨警報
大雨により、 重大な災害が起こる恐れがあるとき。

1時間雨量50mm以上、 3時間雨量lOOmm以上、24時間雨量150mm以上。

大雪警報
大雪により、 重大な災害が起こる恐れがあるとき。

24時間降雪の深さの予想、が30crn以上。

洪水 警 報
波j良、 両潮以外による洪水により、 重大な災害が起こる恐れがあるとき。

1時間雨量50mm以上、 3時間雨量lOOmm以上、 24時間雨量150mm以上。

波浪警報
風j良、 うねり等により、重大な災害が起こる恐れがあるとき。

有義j良高予想、が6m以上。

高 潮警報
台風等によ る海面の異常上昇により、 重大な災害が起こる恐れがあるとき。

潮位が長崎港、佐世保港で2.2m以上、諌早湾で3.2m以上。

(緊急時には、最寄 りの避難場所へ避難してください。)

地区別 避難場所 電話番号 地区別 避難場所 電話番号 地区別 避難場所 電話番号

二浦小 学 校 @ 4 3 1 8 中央小学校 @ 2046 萱 瀬小 学 校 1@7002 
三浦

二 j甫出張所 @ 6 4 7 5 放虎原 小 学 校 @ 2 8 1 5 黒 木小 学 校 1@7 800 
萱瀬

鈴田小 半 校 @ 4 3 2 2 西 大村 小 学校 @ 2670 査 瀬中 学 校 1@7 004 
鈴田
鈴田出 張 所 @ 2 0 2 3 西大 村 中学校 @ 2 3 6 0 萱 瀬出張所 1@7 001 

桜が原中学校 I@ll 66 福 重 小学校 1@2 285 
東大村小 学 校 @ 7 060 工 業 日ロ1 校 ⑫377 3 福重 郡 中 λ寸ユ三ιー 校 1@7 2 1 9 
旭が丘小 学 校 @ O 4 5 9 農協会館 @ 6 1 6 1 福 重 出張所 1@8 6 1 4 
大村小 学 校 @ 7 1 1 7 

西大村
総合福祉センタ ー @ l 351 松原小 学 校 1@8 6 1 9 

二 城小 学 校 @ 3 234 本 経 寺 @ 5 5 1 0 
松原
松原出張所 1@8 5 0 1 

玖島中 学 校 @ 3 4 0 1 正 法 寺 ⑫2 247 
大村中 学 校 @ 2 1 2 7 中地区住民センター ⑬1 376 災害対策本部 (市役所内)

大村 園 ヱーφ+ミー T同TI 校 ⑪ 3 1 2 1 西大村地区コミセン @4979 ⑬4 1 1 1 ¥@3883 
大 キナ 問口I 校 @ 2 6 6 0 (公衆) 夜間は@I4120 @I4121 
市民体 育 館 @ l 5 5 2 池田公民館 も増設されます。
大村市役所 @ 4 1 1 1 富の 原小学校 1@3 200 消防署⑫4138 ⑫2316 
市 コ ミセン ⑪ 3 1 6 1 竹松小学校 1@8 2 2 4 ※各避難場所の責任者は、消防分団
市 民 メ~ 官官 @ 2 7 3 9 竹松 ろう学校 @ 2444 長、 町務連絡員
武 道 官官 @ 4836 竹松 出 張所 1@8 3 1 4 

一
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広報おおむら平成 3年 7月号

災

題

z
z
u前
に

ー
危
険
個
所
視
察
お
よ
び
合
同
会
議

l

危険個所を視察する松本市長(左)ら
( 5 /27・野岳町ほか)

市
で
は
、
雨
期
の
前
の
5
月
幻
日
、
災

害
危
険
個
所
視
察
、
防
火
・
水
防
合
同
会

越水・決嬢に備え

議
で
今
後
の
防
火
対
策
を
協
議
し
ま
し
た
。

今
回
視
察
し
た
の
は
、
堤
防
の
決
壊
の

恐
れ
の
あ
る
野
岳
町
の
平
床
た
め
池
を
は

じ
め
、
大
多
武
の
烏
帽
子
た
め
池
、
内
倉

の
地
滑
り
地
区
、
東
浦

・
片
町
の
急
傾
斜

地
の
5
か
所
。

松
本
市
長
を
は
じ
め
市
職
員
、
松
下
大

村
警
察
署
長
、
浦
田
大
村
消
防
署
長
、
井

本
消
防
団
長
、
諌
早
土
木
事
務
所
職
員
な

ど
約
初
人
は
、
担
当
者
の
説
明
を
受
け
な

が
ら
熱
心
に
調
査
し
ま
し
た
。

合
同
会
議
に
は
、
防
災
、
水
防
の
関
係

機
関
や
団
体
な
ど
約
刊
人
が
出
席
。
防
災

体
制
の
強
化
、
災
害
危
険
個
所
対
策
、
避

難
体
制
の
確
保
、
防
災
訓
練
の
実
施
な
ど

具
体
策
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

( 6 /9・荒瀬橋下流)

雨期を控え、豪雨による災害に

備えた水防訓練が6月9日、荒瀬

橋下流堤防で行われました。

訓練に参加したのは第 9・10・

11・12・15分団員約70人。堤防越

水決壊などを防止するための積土

俵工法、せき板工法を手際よく行

い、防災体制に万全を期しました。

続く普賢岳噴火なお自由Q白mEì自決~昌司a39

g白羽さ2VJe守ゐ⑭g2[30
ご協力ありがとうございます

昨
年
竹
月
か
ら
噴
火
活
動
を
始
め
だ
雲
仙

普
賢
岳
。

6
月
3
白
午
後
4
時
す
ぎ
大
規
模
の

火
砕
流
ガ
発
生
し
¥
多
数
の
死
傷
者
、
{
丞
庄
の

焼
失
、
損
壊
な
ど
の
大
惨
事
、ガ
起
こ
っ
て
し
ま

い
ま
し
だ
。

噴
火
活
動
ガ
依
然
と
続
く
な
か
¥
避
難
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
住
民
の
方
々
の
不
安

を
思
う
と
き
¥
私
た
ち
大
村
市
民
も
、
で
き
る

こ
と
か
ら
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

ま
す
。大
村
市
で
は
6
月
4
目
、
民
間
叩
団
体
に
協

力
を
お
願
い
し
「
大
村
市
島
原
災
害
対
策
応
援

義
援
金
な
ど
の
内
容

①
町
内
会
義
援
金
募
金
活
動

6
月
8
日
j
m
日
ま
で
¥
町
内
会
を
通
じ
¥

義
援
金
の
勇
金
活
動
を
行
い
ま
し
だ
。

②
一
般
義
援
金
受
け
付
け

ー
当
分
の
間
設
置
し
て
い
ま
す
l

6
月
5
目、

市
役
所
・
各
出
張
所
に
募
金
箱

(6月13日現在、総務課受け付け分〉

本
部
」
を
設
置
¥
全
百
十
又
援
を
決
定
し
ま
し
た
。

応
援
本
部
で
は
、
6
月
什
白
か
ら
市
職
員
を

6
人
ず
つ
の
受
替
で
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
見

舞
金
と
し
て
、
現
在

(
6
月
日
日
現
在
)
ま
で

に
3
7
5万
6
干
円
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
ま

だ
¥
農
協
を
通
じ
て
乳
牛
ぬ
頭
¥
養
豚
白
頭
を

市
内
の
畜
産
家
の
方
々
が
飼
育
さ
れ
て
い
る
ほ

か
¥
中
学
校
に
ペ
l

人
¥
小
学
校
に
は
5
人
が
仮

入
学
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
援
助

・
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し

ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
ま
す
ま
す
の
ご
夏

援

・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
直
接
総
務
課
で
も

義
援
金
を
受
け
伺
け
て
い
ま
す
。

島
原
市

・
深
江
町
よ
り
避
難
さ
れ
だ
皆
さ
ん
へ

今
回
の
普
賢
岳
噴
火
に
よ
り
¥
大
村
市
へ
避

難
さ
れ
て
い
る
万
へ
お
願
い
し
ま
す
。

事
務
連
絡
、
所
在
確
認
な
ど
の
だ
め
¥
次
の

事
項
に
つ
い
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
事
項

⑦
現
在
住
ん
で
お
ら
れ
る
住
所
¥

氏
名
、
年
齢
¥
電
話
番
号
(
・
:
様
方
)

②
避
難
さ
れ
る
前
の
住
所
③
連
絡
場
所

V匿名 1万円

V大村競艇情報協会=5万円

Te朝かわよし = 2万円

V長崎県建設業協会大村支部=50万円

V大村商工会議所役員議員一同=51万 5千円
V大村管工業協同組合=15万円

V大村市役所部課長協議会=10万円

V大村市遊戯場組合=30万円

V倉尾良一氏(競艇選手) = 5万円
V大村地区労働組合会議=45万 6千100円

V 日本社会党、大村地区労働組合会議の街頭

募金より 7万 8千109円

V九州身障者アーチェリ一大会役員選手一同

=3万500円

V和間建設側=10万円

V玖島町内会 9千円

V大村市議会議員一同=30万円

V大村市不動産事業協同組合 5万円

V 日本モーターボート選手会長崎支部=70万円
V三彩の里職員一同=3万円

V三彩の里 自治会 2万円
V大石運輸倉庫労組=5万円

Vひきご電材鮒大村工場=5万円

V大村小学校児童会=8万 5千455円

V国立長崎中央病院官舎町内会=3万 6千円
V伊東水産食品鞠長崎工場=3万円

V ファミリーマート大村公園前庖 厨内募金

より 8万 2千650円

v大村市漁業協同組合=7万 6千円
V 大村市漁協松原支部=5万円

v大村市漁協 竹松支部=8千 500円
V 大村市東部漁業協同組合=10万円

- 7-



健E
康 量
管 室
理 室
む産
〈 震
ま要
~ 長
か .

国
保
に
加
入
し
て
い
る
と
、
い

ろ
い
ろ
な
給
付
が
う
け
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
高
齢
化
が
進
み
、
慢
性

の
病
気
が
増
え
、
医
療
費
も
年
々

増
大
し
、
国
保
の
財
政
を
苦
し
く

し
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
医
療
費
を
大
切

に
使
う
こ
と
、
そ
れ
が
み
な
さ
ん

の
健
康
を
守
る
早
道
で
す
。

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
健
康
な

毎
日
を
お
く
り
ま
し
ょ
う
。

①
家
庭
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

身
近
で
い
つ
で
も
相
談
で
き
る

よ
う
な
家
庭
医
を
も
つ
こ
と
が
大

切
で
す
。

②
定
期
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

自
分
は
健
康
だ
と
感
じ
て
い
る

と
き
か
ら
定
期
的
に
健
診
を
う
け
、

体
の
異
常
や
病
気
の
早
期
発
見
・

治
療
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

③
適
度
に
か
ら
だ
を
動
か
し
ま
し
ょ

‘っ
疲
労
回
復
に
は
、
適
度
な
運
動

と
休
養
で
気
分
転
換
を
は
か
り
ま

し
ょ
、
っ
。

④
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を

お
く
り
ま
し
ょ
う

毎
日
の
食
事
は
、
栄
養
の
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
献
立
で
楽
し
い
食

卓
に
し
ま
し
ょ
う
。

元気ノ、ツラツ/
老人スポーツ大会より(5/30・市営陸上競技場)

国民修康保険税

-保険税のしくみ・

今
月
は
4
月
に
か
か
っ
た
医
療

費
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ご
不
明

な
点
、
ご
質
問
、
ご
相
談
な
ど
お

気
軽
に
ど
、
つ
ぞ
。

問
い
合
わ
せ
保
険
年
金
課
保
険

玄巾，d-ι ①患者が負担する一部負十日金 | 保険税は、次の 3つの合算額があなたの世帯の
年額となります。

②固からの補助金 ! 

時 |③医療費の総額から上記の①と②技人 所得割額出222食料入門
しヲ|いた額を、みなさんが公平に負担 1--->..1 .I.-M=~II~ 1各世帯の被保険者数に応じて I1 
していただいている保険税でまかながサ均等割額 |人当たりいくらと計算する額 |

れています。 I I 平等割額 [皆川らと均一に市 |

O 保険税は、 7月はじめに各世帯あてお知らせ
します。
O国保が財政的に健全に運営されるよう保険税
は納付書が届いたら納期内に納めましょう。

その年に予測される

医療費の総額

女一人ひとりが健康に注意し快適な毎日をおくりましょう。

ご存じですか

国民年金保険料

免除 追納

の

と

国
民
年
金
に
は
、
自
分
で
保
険

料
を
納
め
る
第
1
号
被
保
険
者
(
自

営
業
、
農
業
、
漁
業
な
ど
の
加
入

者
)
の
う
ち
、
世
帯
の
所
得
が
低

く
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る

の
が
困
難
な
と
き
に
は
、
保
険
料

が
免
除
さ
れ
る
し
く
み
が
あ
り
ま

す。
た
だ
し
、
保
険
料
が
免
除
さ
れ

た
期
間
は
、
年
金
額
は
納
め
た
場

合
の
3
分
の
ー
と
し
て
計
算
さ
れ

る
の
で
、
必
ず
し
も
有
利
と
は
い

え
ま
せ
ん
。

ゆ
と
り
が
で
き
た
ら

必
ず
追
納
を
〆

保
険
料
が
免
除
さ
れ
た
人
で
も
、

生
活
に
ゆ
と
り
が
で
き
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
と
き
は
、
将
来
有
利
な
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

免
除
さ
れ
て
い
た
期
間
の
う
ち

叩
年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
追

納
と
い
い
ま
す
。

申
請
免
除
は

毎
年
手
続
き
を

f

免
除
に
は
、
法
定
免
除
と
申
請

免
除
の
2
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、

申
請
免
除
は
年
度
ご
と
の
承
認
と

な
る
た
め
、
毎
年
手
続
き
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
受
け

付
け
も
4
月
か
ら
行
っ
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
早
急
に
保
険
年
金
課
へ
申
請

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
任
意
加
入
者

(ω
歳

す
ぎ
て
い
る
方
な
ど
)
は
免
除
の

対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
保
険
年
金
課
年
金

係
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

免除には次の2つがあります

①生活保護法による生活扶助を受けている人。

法定免除 ②障害基礎年金または被用者年金の障害年金 (1級・ 2
級)の受給権者の人など。

①所得の少ない方や病気やケjfなどで経済的にお困りの

申請免除 人。

②保険料を納付することが困難な特別の理由のある人。

- 8一

費 すれま 8 来
こ の O の病院

老の人 も月ljiドETj診歪まけをに、かれら 痛蚕医

皆き にだド療要た医しつ部f負金1! た 品軍ロ
ん てて i 者
に 士おら官 4 おbョ アnト の
健せ月の 皆

さ
線開にの て ん

52 んなお 芸き せ
)せせに にし

官j詞し すましo もは月ご9lJ、大村H外市以 めのも 保健事業老人 対する 言量己9元Z 

(内 ろ のの理角深めを平



電了

簡
易
水
道
・
市
立
病
院
な
ど

年
金
積
立
金
の
還
元
融
資
で

整
備
が
進
ん
で
い
ま
す

皆
さ
ん
が
納
め
ら
れ
た
国
民
年
金
と
厚

生
年
金
の
保
険
料
の
積
立
金
は
、
住
民
生

活
の
安
定
向
上
に
直
接
役
立
つ
よ
う
、
そ

の
運
用
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
年
金

積
立
金
還
元
融
資
は
、
地
方
公
共
団
体
が

行
う
公
共
施
設
整
備
事
業
資
金
の

一
部
に

充
て
ら
れ
、
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
役
立
っ

て
い
ま
す
。

ー
平
成
2
年
度
の
事
業
で
資
金
の
一
部
に

融
資
を
受
け
た
も
の
H
H

簡
易
水
道
事
業
・
・
・
北
部
大
村
地
区
簡
易
水

マ
イ
ホ
ー
ム
資
金
に

低
利
融
資

広報おおむら平成 3年 7月号

ま
た
、
年
金
積
立
金
は
、
厚
生
年
金

保
険
、
国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い

る
方
が
マ
イ
ホ
ー
ム
を
新
築
、
購
入
、

リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
の
に
必
要
な
資
金

を
低
利
、
長
期
で
融
資
さ
れ
て
お
り
、

住
宅
金
融
公
庫
融
資
と
あ
わ
せ
て
、

み
な
さ
ん
の
よ
り
よ
い
住
ま
い
づ
く

り
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
民
間
事
業
所
の
福
利

施
設
、
保
養
施
設
な
ど
の
充
実
の
た

め
に
も
大
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

道
整
備
な
ど

市
立
病
院
事
業
・
・
・
超
音
波
診
断
装
置
な
ど

の
医
療
機
器
ロ
機
種

融

資

額

総

額
1
億
6
9
0
万
円

超
音
渡
診
断
装
置

く
ら
し
に
役
立
つ

T
h
vま
守

郵
便
局
の
簡
保
資
金

郵
便
局
の
「
簡
易
保
険
積
立
金
」
は
、

加
入
者
の
皆
さ
ん
の
利
益
の
た
め
確
実
・

有
利
な
方
法
で
運
用
さ
れ
、
し
か
も
市
町

村
な
ど
の
地
方
公
共
団
体
へ
の
融
資
を
通

し
て
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
役
立
っ
て
い
ま

す。ー
平
成
2
年
度
の
事
業
で
資
金
の
一
部
に

融
資
を
受
け
た
も
の
H
H

中央アパート

公
営
住
宅
:
・
中
央
ア
パ
ー
ト

道
路
整
備
・
:
坂
口
皆
同
線
・
本
小
路
南
川

内
線
・
杭
出
津
松
原
線

橋
り
ょ
う
整
備
・
・
・
今
村
橋

基
地
対
策
・
・・
西
大
村
本
町
昭
和
通
線
ほ
か

1
線
・
西
小
路
排
水
路

公
園
整
備
:
・
池
田
湖
公
園
・
富
の
原
第
2

公
園
消
防
施
設
整
備
・
・
・
第
4
分
団
詰
所
車
庫

義
務
教
育
施
設
整
備
・
・
・
旭
が
丘
小
学
校

融

資

額

総

額
2
億
6
9
0
万
円

市民ブール
7月2日オーヴふ

プ
ー
ル
で
は
注
意
事
項
を
守
り
、
事
故

の
な
い
楽
し
い
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
小
・
中
学
生
は
夏
休
み
期
間
以

外
は
、
土
曜
日
の
午
後
と
日
曜
日
し
か
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

利
用
期
間

7
月
2
日

ω19月
刊
日

ω

時
間
午
前
日
時
i
午
後
6
時

休
み
毎
月
第
1
・

3
月
曜
日
お
よ
び
8

月
日
日
制
・
凶
日
働

使
用
料
・
高
校
生
以
上
:
・
3
0
0
円

・
小
・
中
学
生
・
:
1
5
0
円

-
幼
児
・
・
・
無
料

問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
体
育
課

野岳湖キャンフ。場

ア月6日住)オーブン

三浦・松原海水浴場オープン!

ア月刊日(鋤-8同18日(日)まで

イタズラ電話は

止めて，

正ごろ、「夜間に無言の電

五ど何回も付り困って

いる」との苦情が相次いで、

います。電話の回数が多く

なると犯罪となります。三止

。お互いに注意して、迷怒

をか一けないようにしたいも

ので、す。
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減
塩
料
理
も

工
夫
次
第

l
食
生
活
改
善

1

宮

崎

ア

キ

さ

ん

(
印
歳
・
松
原
本
町
)

美
味
じ
さ
に

こ
だ
わ

υを
も
っ
て

ー
食
肉
加
工
研
究

1

右
か
ら
、
清
作
さ
ん
側
、
麻
衣
ち
ゃ
ん
刷
、
美
佐
ち
ゃ
ん
問
、
斉
さ
ん
側
、

イ
ト
さ
ん
側
、
静
子
さ
ん
側
、
久
未
ち
ゃ
ん

ω

今
年
5
月
よ
り
大
村
市
で
初
め

て
食
生
活
改
善
推
進
員
制
度
が
設

け
ら
れ
ま
し
た
。

最
初
に
取
り
組
ま
れ
た
の
は
松

原
地
区
、
地
区
の
婦
人
な
ど
初
人

の
方
が
推
進
員
と
し
て
活
動
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
宮
崎
さ
ん
は
、
熱

心
な
推
進
員
の
お
一
人
。

宮
崎
さ
ん
ら
は
、
昨
年
1
年
間

保
健
所
で
、
減
塩
、
栄
養
バ
ラ
ン

ス
な
ど
を
工
夫
し
て
の
調
理
実
習

や
講
習
会
な
ど
、
推
進
員
と
な
る

た
め
の
教
育
を
受
け
ら
れ
た
。

今
で
は
減
塩
に
も
慣
れ
た
し
、

塩
分
を
少
な
く
し
て
も
工
夫
次
第

で
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
と
の
こ

と
、
み
そ
汁
・
し
よ
う
ゆ
な
ど
い

なかよし家族
高差、
る一

ろ
ん
な
面
で
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
実
習
で
レ
パ
ー
ト
リ
ー
も

増
え
た
そ
う
で
す
。

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

す
べ
て
の
人
が
健
康
で
、
明
る
い

家
庭
を
築
く
た
め
「
私
た
ち
の
健

康
は
私
た
ち
の
手
で
」
と
始
め
ら

れ
た
食
生
活
改
善
推
進
活
動
。

宮
崎
さ
ん
は
「
ま
だ
私
も
学
ぶ

こ
と
ば
か
り
、
家
庭
、
隣
近
所
な

ど
で
一
緒
に
考
え
、
実
践
し
、
そ

れ
か
ら
地
域
へ
拡
大
・
普
及
す
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
L

と
話
さ
れ
る
。

健
康
の
た
め
に
、
減
塩
な
ど
食

生
活
を
も
う
一
度
見
直
し
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
。

わ
た
し
の
い
え
は
9
人
か
ぞ
く

で
、
み
ん
な
げ
ん
き
で
す
。

お
と
う
さ
ん
は
ふ
る
本
を
う
っ

て
お
り
、
お
か
あ
さ
ん
は
学
校
の

先
生
で
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
、
だ
い
く
や
は
た
け
し
ご
と

を
し
て
い
ま
す
が
、
ひ
い
お
じ
い

ち
ゃ
ん
と
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は

い
え
に
い
ま
す
。
い
も
う
と
は
2

人
で
す
。

だ
か
ら
、
い
つ
も
、

に
ぎ
や
か
で
す
。

と
っ
て
も

(
美
佐
)

こちら自由席

勤青ホーム

a邑a自
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い
ま
ま
で
よ
り
手
早
く
で
き
、

お
い
し
い
料
理
が
作
れ
た
ら
ほ
ん

と
う
に
嬉
し
く
な
る
も
の
で
す
。

あ
な
た
自
身
の
喜
ぴ
は
、
家
族

の
喜
び
に
も
な
り
ま
す
。

ご
家
庭
で
毎
日
作
る
「
お
か
ず
」

作
り
の
勉
強
に
、
さ
あ
!
エ
プ
ロ

ン
か
け
て
、
包
丁
握
っ
て
料
理
を

は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
初
歳
未
満
の
勤
労
者
の

方
な
ら
ど
な
た
で
も
歓
迎
/

定
例
日
毎
月
第
1
、
第
3
月
曜

日

午

後

6
時
却
分
i

場
所
勤
労
青
少
年
ホ
l
ム

講
師
三
一
井
泰
子
先
生

連
絡
先
大
村
市
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
(
福
祉
セ
ン
タ
ー
3
階

窓

@

1
3
5
3
)
 

南
国
ム
ー
ド
、
ガ
い
っ
ぱ
い

あ
な
た
も
料
理
教
室
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

家
庭
料
理
、
中
華
料
理
、
お
菓

子
作
り
な
ど
、
み
ん
な
で
楽
し
く

作
っ
て
、
楽
し
み
な
が
ら
食
べ
ま

し
ょ
、
っ
。

食
事
は
ど
こ
で
も
と
れ
ま
す
が

料
理
は
自
分
の
子
で
、
心
を
こ
め

て
作
っ
て
は
じ
め
て
価
値
あ
る
も

の
で
す
。

ー
コ
ー
じ
l

。ハl
ク
を
開
園
H
H

中
島
洋
彦
さ
ん
(
印
歳
)
が
経
営
す

る
「
ス
コ

l
コ
ー
ヒ
ー
パ

l
ク
(
寿
古

町
ご
が
今
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ー
ヒ
ー
な
ど
を
栽
培
す
る
大
温
室
、

お
年
が
か
り
で
収
集
し
た
と
い
う
コ
ー

ヒ
ー
資
料
館
、
そ
し
て
コ
ー
ヒ
ー
加
工

場
を
併
設
し
て
コ
ー
ヒ
ー
パ

l
ク
と
名

づ
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

大
温
室
に
は
、
コ
ー
ヒ
ー
成
木
1
0

0
本
、
幼
木
3
0
0
本
の
ほ
か
、
バ
ナ

ナ
、
パ
パ
イ
ヤ
、
チ
ェ
リ
モ
ア
な
ど
が

栽
培
さ
れ
て
お
り
、
甘
い
香
り
に
包
ま

れ
た
南
国
ム

l
ド
を
か
も
し
出
し
て
い

ま
す
。こ
う
い
う
試
み
は
全
国
で
も
初
め
て

と
い
う
こ
と
で
、
各
地
か
ら
見
学
に
来

ら
れ
る
と
の
、
」
と
。

コ
ー
ヒ
ー
伝
来
の

地
は
長
崎
、
江
戸
時

代
オ
ラ
ン
ダ
人
が
持

ち
込
ん
だ
の
が
始
ま

り
と
い
わ
れ
ま
す
。

失
敗
を
重
ね
な
が

ら
も
い
ち
ず
な
情
熱

で
研
究
を
続
け
、
夢

で
あ
っ
た
日
本
で
の

コ
ー
ヒ
ー
栽
培
を
成

功
さ
せ
た
中
島
さ
ん
、

将
来
は
、
地
場
産
業
・
観
光
各
所
と
し

て
地
域
の
活
性
化
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ

な
が
れ
ば
と
話
さ
れ
た
。

入
場
は
無
料
で
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ

と
呼
び
か
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

右が大温室、左は資料館と加工場
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平成2年度

六
村
自
活
惜
侶
地
場
活
動
事
業
完

7

大
村
幻
活
性
化
地
域
活
動
事
業
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
た
、

全
地
区
の
各
事
業
が
完
了
し
ま
し
た
。

福
重
・
松
原
地
区
の

J
裏
見
の
滝
周
辺
整
備
」
と
、
竹
松
地
区

の
寸
竹
松
村
黒
丸
郷
沿
革
碑
建
設
L

に
つ
い
て
は
先
に
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
し
た
、
か
、
&
フ
回
は
、
そ
の
後
完
成
し
た
残
り
の
地
区

の
主
な
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

軽
く
て
叩
人
持

5

1
大
村
龍
踊
り
の
新
龍
と
常
設
展
示
場

l

大
村
龍
踊
り
保
存
会
お
よ
び
片
町
な

ど
5
町
内
で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

龍
は
、
親
と
子
龍
の
2
体
が
あ
り
ま

す
が
、
親
龍
の
老
朽
化
、
過
重
量
、
保

存
場
所
が
無
い
な
ど
か
ら
新
龍
の
制
作
、

常
設
展
示
場
の
建
設
が
行
わ
れ
て
い
た 5月15日行われた落成式(片町の八坂神社)

も
の
で
す
。

新
鍋
龍
は
軽
量
で
、
か
つ
山
人
持
ち

(
旧
龍
は
8
人
持
ち
)
。
新
設
展
示
場
は
、

木
造
瓦
ぶ
き
で
す
。

自
然
が
最
高
/

ー
菅
一
瀬
地
区
案
内
用
掲
示
板
l

-
M

一一

'

内
.
.
 

、‘

j
p
'
刀

L
7
d

ま
戸
-
-

ま
肌
件
」
f

υー
小
説

的
川
。
、
二

?

に

帝

時

気

棚

円いん

も
山
市
俊
樹
天-一一

観
光
名
所
・
史
跡
・
特
産
物
・
郷
土
芸

能
・
行
事
な
ど
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
元
の
郷
土
愛
と
環
境
整
備
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
萱
瀬
地
区
内
の

P
R
お
よ
び

活
性
化
に
大
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
郷
土
誌
も
完
成
し
ま
し
た
。

Jl 360 
E度
函の
盆大
宮屡
事室
業
11 

各行事などがひと目で分かります
(荒瀬郵便局前付近)

姐

掛
で

削

いと

U

な

i

鳩

山

村

社

岳

今

i
v
a
r

，，‘、

4
4
同同

有

こ

』
』
、

4
f
h

J
れ

栽

さ
植

備

木

整

花

化

今
ま
で
余
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
日

岳
山
。
共
有
林
の
伐
採
や
花
木
の
植
栽
、

石
積
み
や
盛
土
な
ど
が
行
わ
れ
、

3
6
0

度
の
展
望
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

毎週日曜日、早朝からにぎわう朝市。
テントは、天候が悪い時に張られます。

(松並2丁目パチンコ庖駐車場)

朝市は、協和町や松並 2丁目など

5町内で運営され、 4年目を迎えて

います。

天候が悪いと来客も少なかった露

天朝市、テント購入により変わらぬ

にぎわいをみせています。

西大村地区では、このほかおおむ

ら太鼓連の活性化や福祉フェア一事

業にも取り組まれています。

大
村
湾
や
視
界
が
い
い
と
き
は
有
明
海

も
望
め
る
と
の
こ
と
。

生
涯
学
習
目
指
じ
ま
す

i
子
供
ふ
れ
あ
い
遊
具
施
設
ほ
か

1
完成したアスレチック施設

(大里町)

アスレチックなどの

遊具施設整備により、

子供の健全育成、ふれ

あいの場として、また、

出張所の図書室を利用

したふれあい郷土館は、

図書の充実やワープ口、

映写機などの設置によ

り、児童生徒から高齢

者までの生涯学習に役

立っています。

人
権
っ
て
何
だ
ろ
う

-12 

昭
和
お
年
に
人
権
擁
護
委
員
制
度
が
設

け
ら
れ
、
翌
M
年
6
月
1
日
に
人
権
擁
護

委
員
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
は
、
私
た
ち
が
平
和
に
生
き
て
い

く
う
え
で
、
最
も
大
切
な
権
利
で
す
。
お
互

い
に
人
権
を
守
り
、
明
る
い
社
会
を
築
き

ま
し
ょ
う
。

仲
間
は
ず
れ
や
い
じ
め
な
ど
で
お
悩
み

の
人
は
、
、
次
の
人
権
擁
護
委
員
ま
た
は
、

法
務
局
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
(
敬
称
略
)

石
橋
正
夫
久
原
1
丁
目
3
5
5
1
1
(宮

@
6
0
9
4
)
 

錦
戸
貞
子
木
場
1
丁
目
8
9
3
(
宮
@

0
1
9
7
)
 

岩

永

宏

松

原

1
丁
目
5
1
3
(
宮
@

7
4
5
1
)
 

谷
本
康
子
杭
出
津
2
丁
目
5
0
0
1
口

(
宮
⑬
3
2
7
5
)

※
市
役
所
で
の
定
例
相
談
:
・
毎
月
第
1
木

曜
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。



広報おおむら平成 3年 7月号

雪之与登記録項目と利用状況
1 .電子計算組織に記録している主な事務と個人情報の項目

大村市は、コンビュータ一(電算機)を利

用して次のような仕事をしていますが、「電

子計算組織の運営に係る個人情報保護条例J

に基づき年に1回公表するものです。

仕事の
項目

利用状況「じ==ロ 重量 工頁 目 利用状況
仕事の
項目

戸
レ
ヱ--ロ 主主 I頁 目

住

(
市
民
課
)

民

記

重量

住民コード、世帯コード、異動事

由、異動日、届出日、カナ氏名、

漢字氏名、性別、住民区分、生年

月日、続柄、住民となった日、住

民となった届出目、本籍地、筆頭

者、郵便番号、従前の住所、住所
コード、通称コード、現住所、世

帯主名、小学校区、中学校区、投
票区、転出先住所、転居前住所、

印鑑番号、印鑑登録年月日、印影、

国保資格情報、国年資格情報、生

活保護(種類、開始年月日、廃止

年月日)、身体障害者(種別、等級、
障害名)、各種手当情報、原爆手帳

番号、療育手帳番号

0住民基本台帳
の作成および

住民票、印鑑 |固

登録証明書な
ど発行

(利用業務)

・就学通知書

・成人式案内状

・国民健康保健
証

・各種予防接種
通知書

・健康診断受診
通知書

・児童手当

(

税

務

課

)

定

資

産

税

一筆コード、納税義務者コード、

所在地コード、地目、状況類似、

都市計画、課税地積、各地番号、
評価額、標準値との比較、道路と

の関係、造成費控除、比準割合、
評点数、所有者コード、 一棟コー

ド、画地番号、棟番、登記年月日、

登記床面積、課税年度、種類、家

屋番号、用途、構造、屋根、階層、

課税床面積、再建築費評点数、特
例対象面積、理論評価額、決定価

格、世帯コード、台帳所有者、品

名、耐用年数、取得価格、減価残

存率、住所

O固定資産税お
よび、都市計画

税の賦課・徴

収の関連帳票
作成ならぴに

謀本財犬j兄調な
どの資料作成

(
選
挙
管
理
委
員
会
)

選

挙

個人コード、世帯コード、通称コー

ド、住所、世帯主氏名、住民区分、

生年月日、性別、続柄、住民となっ

た年月日、届出年月日、消除年月

日、異動事由、カナ氏名、公称コー

ド、投票所名、転出地コード、投

票区、資格

0選挙人名簿お
よび、投票所入

場券の作成

市

(

税

務

課

)

県

民

税

(
税
務
課
)
(
保
険
年
金
課
)

国
民
健
康
保
険
税

-
国

民

年

金

個人コード、指定番号、 一連番号、

課税年度、異動事由、申告区分、

生年月日、性別、氏名、住所、営
業所得、農業所得、その他の事業

所得、不動産所得、利子所得、配

当所得、給与所得、公的年金所得、
雑所得、総合譲渡所得、 一時所得、

土地などにかかる事業所得、長短

期所有土地など所得、分離譲渡所

得(短期)、分離譲渡所得(長期)、

変動所得、臨時所得、繰越損失、

免税所得(特例)、みなし法人所得、

非課税所得、専従者控除、雑損控
除、医療費控除、社会保険料、小

規模企業共済など掛金、生命保険

料、個人年金保険料支払額、総所

得金額、各種扶養控除額、課税標

準額、税額控除、差引税額、合計

年税額、期別税額、通知書番号、

分離株式所得、寄付金控除

記号番号、納付書番号、納税義務

者コード、被保険者数、所得総額、

控除合計額、課税標準額、所得割

額、均等割額、平等割額、算出合

計額、限度超過額、月割増減額、

決定税額、個人コード

個人コード、記号番号、取得日、

喪失日、種別、保険料区分、喪失

理由、免除区分、納付区分、加入

記録、納付書発行区分、満了年月

日、前納情報、納付記録、生年月
日、高齢任意情報、世帯コード、

性別、氏名、住所、金融機関コー
ド、金融機関名、口座番号、納付組合

0市民税および

県民税の賦課
.徴収の関連

帳票作成なら
びに課手引犬況

調などの資料
作成

(
建
築
課
)

一(
下
水
道
業
務
課
)
一
(
税
務
課
)

一負

担

金

一

住
宅
使
用
料
一
下
水
道
受
益
者
-軽
自
動
車
税

住宅コード、入居者コード、住宅 10市営住宅使用
区分、家賃、割増区分、入居年月 | 料の徴収関連

日、家族数、住宅番号、月別家賃、 | 帳票作成

世帯番号、納付書番号、氏名、住
所

受益者賦課コ ード、筆数、地積、
負担金、猶予年月、猶予額、減免
額、差引負担金額、個人コード、
納付管理人個人コード、氏名、住
戸斤

一車コード、納税義務者コード、
世帯番号、車両標識番号、車種、
送付区分、課非区分、所有区分、
納税義務発生年月日、廃車年月日、
税額、氏名、住所、納付書番号

0下水道受益者

負担金の賦課
.徴収の関連

帳票作成

O軽自動車税の
賦課・徴収の
関連帳票作成

保(
福
育祉
課
所)

保育所コード、児童コード、区分、
階層、入所年月日、退所年月日、

世帯コード、氏名、生年月日、性

別、判定、保育料(市基準)、保育
料(措置分)、通知書番号、区分判

忍

0保育料の徴収

に伴う関連帳

票作成

(
福
祉
課
)

福

祉

医

療

口税

座2
喜5
組謀
.6、」〆

j去
O国民年金保険| 五
料の賦課・徴|市語
収の関連帳票|民き

作成および課|

制犬況調などゆく農ι
の資料作成 |田業禁事

O国民健康保険

税の賦課・徴

収の関連帳票

作成および課

干則犬況調など

の資料作成

個人コード、医療区分、受給者区

分、資格取得日、ねたきり認定日、

保険種別、健康手帳、身障手帳、

療育手帳、母子最終年月日、氏名、

性別、生年月日、続柄、身障情報、

原爆医療、住所

住民コード、納税組合、納付方法、
開設日、開設日、金融機関、口座
番号、口座名義人

納組コード、納付組織名、納付組

織代表者名、口座振込、口座名義

人氏名

。福祉医療費給

付に伴う関連
帳票作成

o.1i税、!::(;Jb三年金
およびf主宅イ史用
事三1-<7コ銭安4又Lニヵ、ヵ、
る IJ座振持の関

連中長票作成

0車師兇組合幸枝f賞金
支払L、のr"'li割反
芳三イ乍TJX:

法人番号、産業区分、種別、決算 10法人市民税の
期、設立、解散、資本金、従業員 | 関連帳票作成
数、区分、法人名称、住所、本百

の住所、代表者氏名

農家コード、農家情報、農地情報、 10転作水田に関
転作情報 | する帳票作成

13 -

2.個人情報の開示などの申請はありませんでした。



真ξ/へ

百

日

阪
J

一
ジ
フ
テ
リ
-Y
一

戸
破
傷
風
、

接
種
方
法
が
変
わ
り
ま
す

三
種
混
合

接
種
方
法
が
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す

幼対象 法方接種
jI 日し

生 集
¥ 1:麦 団

更変円IJ 4824 
接かか

月 月 種

生 個
i後 jJlJ 

更後変48 3 
接カ、ヵ、

月月 種

予
防
接
種
の

夏
休
み
学
童
保
育

児
童
を
ほ
し
ゅ
う

対
象

共
働
き
、
父
子
母
子
家
庭
、
そ
の

他
の
事
情
で
、
長
い
休
み
期
間
中
昼
間
家

庭
の
保
育
に
欠
け
る
小
学
校
低
学
年

期
間

7
月
泣
日
何
1
8
月
白
日
出

時
間

午
前
8
時
l
午
後
5
時
初
分

保
育
お
よ
び
申
込
場
所

-
竹
松
幼
稚
園
内
(
に
ん
じ
ん
ク
ラ
ブ
)

・
中
央
幼
稚
園
内
(
さ
く
ら
ん
ぽ
ク
ラ
ブ
)

・
大
村
幼
稚
園
内
(
あ
さ
ひ

っ
こ
ク
ラ
ブ
)

※
旭
が
丘
小
校
区
の
申
し
込
み
は
大
村
幼

稚
園
で
す
。

※
校
区
に
学
童
保
育
が
な
い
方
は
近
い
所

へ
入
所
し
て
く
だ
さ
い
。

受
け
付
け

7
月
比
日
日

1
圭
リ

問
い
合
わ
せ

午
前
日
時
l

-
竹
松

・
富
の
原
・
福
重
・

食中毒に注意ff

布。
松
原
小
校
区
(
夜
間
宮
@
2
8
6
0
浜
田
)

・
中
央

・
西
大
村
・
放
虎
原
小
校
区
(
昼

間
宮
@
3
3
3
9
泉
沢
)

-
大
村
・
旭
が
丘

・
三
城
小
校
区

宮
(⑪

6
4
3
8
桑
原
)

(
昼
間

~砂4砂争4砂4今4争争4砂争4争争4今争争4今争4今4争、

3 聴覚・言語に ; 
; 障害を持つ方々 に 3 
3緊急通報(ファックス)体制スタート3
争ファックス番号 ft53-8992 争

! この度、聴覚言語に障害を持つ方々の;
争 永年の願いであっ疋フ戸ツクスを利用しだ争
今 緊急通報体制ガ、消防署の協力によりスヲ?
? -トしましだ。 3 
ら4今争4今4争争争争4砂争4砂争4今争争4今争4砂争@歩

懇親会、祝賀会などでの注意/
①弁当、鉢盛料理は出来るだけ早く食べ

ましょう 。また、おみやげとして家ま

で持って帰らないようにしましょう 。

②刺身は、会食の前も冷蔵庫に保管しま

しょう 。(刺身と煮物類とは別皿がよ

いでしょう 。)

健康テレホふサービス
まま③4646または0958⑧5511 
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な
い
幼
児
。

(
要
領
)
3
1
8
週
間
の
間
隔
を
お
い
て
、

3
回
接
種
し
ま
す
。

-
第
2
期
(
追
加
免
疫
者
)
:
・
第
1
期
3

回
目
接
種
後
ロ
i

M
か
月
に
至
る
幼
児

(
要
領
)
状
態
の
良
い
日
に
1
回
接
種
し

一

ま
す
。

-

料

金

無
料

該
当
す
る
幼
児

※
接
種
医
院
・
期
間
は
三
種
混
合
予
防
接

・
第
1
期
(
初
回
免
疫
者
)
・
:
生
後
3
か
種
チ
ラ
シ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

月
i
特
か
月
の
初
回
免
疫
が
完
了
し
て
い

問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
課
保
健
衛
生
係

月 漢方薬の正しい使い方
ア
火 子どものX脚と O脚月
の ヱlく プール熱
フー 木 夏に多い子どもの眼の病気

金 青年期の神経症マ
土-日 前立腺癌

お弁当を作るとき、食べるときの
注意/

①新鮮な材料を使いましょう 。

②熱をよく加え、 生ものは絶対使わない

こと。また、同じ容器に詰め合わせる

ときは、ごはんもおかずもさましてか

らにしましょう 。

③おにぎりは充分に手を洗ってから作り

まし ょう。

④あったかいごはんと、おかずは別々の

容器に入れるようにしましょう。

⑤出かけるときは、バスケットなどの通

気性のよいものにいれ、直射日光にあ

てたり、車の窓方、ラスごしの日に当て

ないようにしましょう 。

⑥お弁当は出来るだけ早 く食べまし ょう。

(調理後4時間以内が良いでしょう 。)

大村保健所



国
家
公
務
員
国
種
試
験

ー
高
校
卒
業
程
度

1

職
種
お
よ
び
受
験
資
格

①
行
政
事
務
A
・
B
、
郵
政
事
務

A
・
B
、
電
気
、
機
械
、
土
木
、

建
築
、
化
学
、
農
業
、
農
業
土
木
、

林
業
-
昭
和
必
年
4
月
2
日
l
刊
年
4

月
1
日
生
ま
れ
の
人

②
税
務

・
昭
和
制
年
4
月
2
日
l
的
年
4

月
1
日
生
ま
れ
の
人

申

込

期

間

(
市
あ
と
も
)

7
月

3
日
附

i
m
日
附

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

人
事
院
九
州
事
務
局
(
干

m福

岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
2
1
H
1

広報おおむら平成 3年 7月号

精霊船用
モーターボートを
払い下げます

条件 田内会や各種団体単位で

精霊船として利用するものに

限ります。

〈個人には払い下げません〉
1
8
腕
・

4
3
1
・
7
7
3
3
)

※
②
の
税
務
に
つ
い
て
の
問
い
合

わ
せ
は
、
諌
早
税
務
署
(
宮
⑫

1
3
7
0
)

で
も
結
構
で
す
。

国
家
公
務
員

郵
政
職
員
(
外
務
職
)

試
験

受
験
資
格
昭
和
初
年
4
月
2
日

か
ら
刊
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

申
込
期
間

7
月
8
日
何
1
口
日

附申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

最
寄
り
の
郵
便
局
へ

※
受
験
案
内
、
申
込
書
な
ど
は
、

郵
便
局
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

平
成

3
年
度

教
科
書
展
示
会

期
間

7
月
1
日
側
1
1
日
附

時

間

午

前
9
時
初
分
i
午
後
4

時
(
日
曜
日
を
除
く
)

ア月19白白

申し込み 環寛章j生課公害規制系

※申込書は環境衛生課および、

各出張所にあります。

申込期限

展
示
さ
れ
る
教
科
書

高
校
用

展
示
場
所
大
村
市
教
科
書
セ
ン

タ
ー
(
大
村
小
学
校
図
書
室
横
)

※
期
間
外
で
も
申
し
込
み
を
す
れ

ば
、
い
つ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
市
教
育
委
員
会
学

校
教
育
課

小
・
中

医
療
教
育
講
演
会

テ
ー
マ

生
と
死
の
聞
の
看
取
り

講
師

大
村
市
立
病
院

看
護
総
婦
長
山
本
利
子
先
生

日
時

7
月
日
日
出
、
午
後
6
時

初
分
1

8
時

場
所
大
村
市
医
師
会
館

入
場
料

2
0
0
円

参
加
対
象
者

一
般
市
民
、
医
療

関
係
者
ほ
か

主
催

大
村
看
護
高
等
専
修
学
校

同
窓
会

問
い
合
わ
せ
事
務
局
(
宮
@

3

6
3
7
岩
永
)

東
京
消
防
庁

消
防
官
採
用
試
験

l
m類
・
高
校
卒
業
程
度
l

資

格

昭

和
ぬ
年
4
月
2
日
l
ω

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
男
子

※
大
学
卒
業
者
お
よ
び
卒
業
見
込

み
の
人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
期
間

7
月
1
日
側
1

8
月

9
日
働

問
い
合
わ
せ

東
京
消
防
庁
人
事

課
(
東
京
都
千
代
田
区
宮

ω
・
3

文
部
省
認
定

編
物
技
能
検
定

期
日

9
月
刊
日
開

場
所

諌
早
技
能
会
館
(
諌
早
市

宇
都
)

検
定
料

1
級
8
千
円
、
2
級
5

千
円
、
3
級
3
千
円
、
4
級
千
円

受
験
資
格
ど
な
た
で
も
、
ま
た

何
級
で
も
受
験
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
日
本
編
物
検
定
協

会
長
崎
支
部
(
宮
@
7
4
6
0
新

田
・
宮
小
路
2
丁
目
)

島京 z4語i t 悼E決ま 竹
品 んり松住宅

F FLJE 
7L Tf 活動U 児童

G 4! てい 委

?8 iす 男
O 

水
生
生
物
に
よ
る
水
質
調
査

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

H
H

予
約
申
し
込
み

別
称
「
市
町
村
振
興
宝
く
じ
」

と
い
わ
れ
、
こ
の
収
益
金
は
、

市
町
村
の
災
害
対
策
と
明
る
く

住
み
よ
い
街
づ
く
り
な
ど
に
使

川
に
は
、
た
く
さ
ん
の
生
物
が

い
ま
す
が
、
汚
れ
の
程
度
に
よ
り

住
ん
で
い
る
生
物
の
種
類
が
違
っ

て
い
ま
す
。

今
回
は
、
次
の
3
か
所
で
実
施

し
ま
す
。
河
川
の
水
の
状
態
を
皆

さ
ん
と
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
鈴
田
川
(
似
田
橋
付
近
)

②
大
上
戸
川
(
金
丸
橋
付
近
)

③
郡
川
(
才
又
橋
付
近
)

な
お
、
詳
細
内
容
に
つ
い
て
は
、

8
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
環
境
衛
生
課

ア
月
白
日
j
8
月
6
日

l

わ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、

7
月
幻
日

ωの

新
聞
(
朝
刊
)
で
発
表
さ
れ

ま
す
。

重要邑

竹松駅通り

ゆかた夜市

日時 7月20日出-21日(日)、

午後6時-10時(雨天順延)

場所竹松駅通り歩行者天

国

催し ・仮装カーニパル・

道行き踊り・チビッコ三輪

車ラリー ・プロ専大子オンス

テージ・カラオケ大会など

問い合わせ小森(ftO8

3 3 4) 



み
ん
な
あ
つ
ま
れ

「
お
は
な
し
の
つ
ど
い
」

「お
は
な
し
の
会
」
の
た
の
し
い

つ
ど
い
を
聞
き
ま
す
。

日
時

7
月
日
日
出
、
午
後
1
時

初
分

1
2
時
却
分

場
所

中
地
区
公
民
館
講
座
室

内
容

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ

(
語
り
き
か
せ
て
読
み
聞
か
せ
、

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
-
劇

・
演
奏
な

ど※
入
場
は
無
料
で
す
。

特
別
地
方
消
費
税
を

改
正
し
ま
す

内
容

免
税
点
が
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。
・
飲
食
等
:
・7
、

(
現
行
5
、

視聴覚ライフ、ラリー

市民映画会

5
0
0
円

0
0
0
円
)

-
宿
泊
等
:
i

5
、

0
0
0
円

(
現
行
1
0
、

0
0
0
円
)

施
行
期
日

7
月
1
日

問
い
合
わ
せ

県
税
務
課
、
諌
早

県
税
事
務
所

海
洋
ス
ポ
ー
ツ

普
及
大
会

内
容
試
乗
日
時

7
月
お
日
側
、
初
日
樹
、

お
日
側
、
午
前
9
時
l
午
後
3
時

ヨ
ッ
ト
、
カ
ヌ
ー
な
ど
の

場
所

大
村
競
艇
場

対
象

小
学
5
年
生
以
上
の
男
女

1
0
0
人

(
一
般
も
含
み
ま
す
)

締
め
切
り

7
月
凶
日
制

参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

B
&
G
大
村
海
洋
ク
ラ
ブ
(
長
崎

県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
会
内
包

@
6
1
9
4
)
 

少
年
・
少
女

ゴ
ム
ボ
ー
ト
大
会

日
時

7
月
お
日
制
、
初
日
樹
、

お
日
側
、
午
前
日
時
l
午
後
3
時

(
小
雨
決
行
)

場
所

大
村
競
艇
場

対
象

小
学
生
以
上
(
子
供
会
単

位
申
し
込
み
可
)

※
記
念
品
を
進
呈
し
ま
す
。

参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ大村子ども劇場

第14回子どちまつり

長
崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
会

(
宮

@
6
1
9
4
)

賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン

融
資
制
度
の
ご
案
内

賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
設
さ
れ

る
方
に
低
利
で
建
設
資
金
の
融
資

を
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

住
宅
金
融
公
庫
福

岡
支
庖
(
干
制
福
岡
市
中
央
区
天

神
4
丁
目
1
1
幻
号
8
0
9
2
・

7
2
2
・
5
0
1
4
)

広¥¥づ、うシド、モ、休も1包l¥っきソ

動かしZ也バナ。
ど，{}なものT¥よるる4¥
お/三η しみにノ

マイホーふを持たれたら
個人住宅建設資金

利子補給金の申請を!

市
で
は
、

個
人
住
宅
の
建
設
促

進
を
図
る
た
め
、
住
宅
建
設
資
金

の
融
資
を
利
用
し
て
個
人
住
宅
を

取
得
し
た
人
は
、

利
子
補
給
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

次
に
該
当
す
る
人
は
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

利
子
補
給
を
受
け
ら
れ
る
人

①
住
宅
建
設
資
金
の
融
資

(
8
0

0
万
円
以
上
)
を
受
け
、
市
内
に

自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
の
新

大村子ども劇場

7月13日(士)

午後5時30分-7時30分

会場 市営陸上競技場

会費 無料

連絡先 吉田(宮(7063)

主催

日時

小学生
バレーボール大会成績

-16一

築
(
居
住
し
た
こ
と
の
な
い
住
宅

の
購
入
を
含
む
)
お
よ
び
増
改
築

を
行

っ
た
人
。

②
住
宅
建
設
資
金
の
最
初
の
償
還

月
が
平
成
3
年
4
月
1
日
か
ら
4

年
3
月
白
日
ま
で
の
人
。

利
子
補
給
金
額

年
間

一
律
4
万

円

(1
か
年
限
り
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

観
光
課

5月26日、西大村 ・放虎原両小学校

で、男・女23チームが参加して行われ

ました。成績は次のとおりです。

商
工

-男子の部一-①鈴田A ②三城

③松原、福重A

・女子の部・・・①西大村A ②鈴田A

③富の原A、松原

ア月13日(土)
午後2時---3時10分
西大村コミセン 入場無料
く題名〉

・新ちゃんが泣いた

(戸二メーション36分〉
.七夕ものがたり

(戸二メーション20分〉
.七ひきの子ゃぎ

CP二メーション10分〉



お
お
む
ら
湾
夢
夏
越

C
U
P引

ボ
ー
ド
セ
l
リ
ン
ク
大
会
参
加
者
募
集

広報おおむら平成 3年 7月号

日
時

7
月
お
田
町
、
午
前
9
時

場
所

ヤ
マ
ハ
マ
リ
l
ナ
(
市
役

所
横
埋
め
立
て
地
)

レ
ー
ス
海
域

臼
島
周
辺

参
加
資
格

自
力
で
完
走
で
き
る

人競
技
種
目
・
オ
ー
プ
ン

A

M

d
ま
で
・
オ
ー
ブ
ン

B

M

d

l

・
サ
l
フ
ァ

l
ク
ラ
ス

募
集
人
員

1
5
0
人

申
込
期
限

7
月
初
日

競
技
形
態

ボ

l
ド
セ

l
リ
ン
グ

に
よ
る
ス
ー
パ
ー
ト
ラ
イ
ア
ン
グ

ル
方
式

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

お
お
む
ら
夏
越
ま
つ
り
協
賛
会

(
宮

@
2
5
8
0
)

z力、ちぎ公民館ヨ~~~遣もG;l昌受講者ぼしゅう

雷同一3161)) 

教 室名 内 毛rチ筆ョ 期 日 対象 ・定員 講師(敬称略)

焼きもの作りを通して親子 7月23日ω、24日(水)、 8月7日 小学1-6年生
親子陶芸教室 の触れ合いを深める (柄、11日(日)9:30-l2:00 4回 の親子 大村陶芸同好会会員

(教材費:親子l組1，000円) ( 8月11日のみ13: 30-15 : 00) 15*且

親子で夏の惑星や星座を楽
7月22日開)、25日(柄、29日(月)

小学3年~中学
親子天体観測教室 しく観測します 3年生の親子 野口 弘満

(資料代:親子1組100円)
19 : 00-21 : 00 3回

15組

篠を使って、簡単な小物入 7月25日、 8月1日、 8日
小学3-6年生

子ども簾手芸教室 れなどを作ります 毎週木曜日 10: 00-12 : 00 
30人

坂本弥生

(教材費:300円) 3回

〈幸町25'"'-'33館民公央(中

宮53-1376)) 

教 室名 内 信円そ手、 期 日 対象 ・定員 講師(敬称略)

おりがみで、季節にちなんだもの・ 7月24日、 31日、 8月7日

折り紙教室{初級} 動くおもちゃなどをおります 毎週水曜日 lO : 00 -12 : 00 
小学生または親 吉良嘉代子

(材料費 250円) 3回
子 おりづる会

ちょっと手の込んだもの(箱 7月24日、31日毎週水曜日

折り紙教室{よこ級] やブロック)をおります 13: 30-15: 30 
小学4年生から 吉良嘉代子

(材料費 300円) 2回 または親子 おりづる会

紙ネンド教室
バスケット(かご)を製作

7月29日、 8月5日
小学3年生から

毎週月曜日 10 : 00 -12 : 00 
紙ネンド人形グルー

します (材料費 800円)
2回

30人 フ

昔なつかしい、竹とんほな
8月1日、 8日 毎週木曜日

竹細工教室 どを作ってみんなで遊ぴま
小学3年生から

す (材料費 200円)
10 : 00 -12 : 00 2回 30人

古賀島老人会

(松並1T呂246'"'-'5 (なかちく公民館

7月20日(土)必着

往復ハ7ゲキに、住所・氏名 ・性別 ・学校 ・学年 ・電話・希望する教室を一つ書いて、それぞれの公民館へ

申し込んで、ください。二つ以上の教室を希望する人は、希望する教室ごとに往復ハカーキを出してください。

受講料 無料(教材費は実費)

申し込み ・問い合わせ 各公民館へ

申し込み期限

申し込み方法

-17一



読
書
感
想
文

応
募
資
格
県
内
在
住
の

一
般
成

人
(
学
生
を
除
く
)

テ
ー
マ
題
名
は
自
由
で
す
が
、

読
書
感
想
ま
た
は
読
書
活
動
体
験

を
内
容
と
し
た
も
の
。

原
稿
枚
数

4
0
0
字
詰
原
稿
用

紙
2
枚
以
上
5
枚
以
内

締
め
切
り
7
月
白
日
制

あ
て
先
県
立
長
崎
図
書
館
奉
仕

課
館
外
係
(
干
制
長
崎
市
立
山
1

丁
目
1
番

目

号

宮

0
9
5
8
⑫

5
2
5
7
)
 

※
封
筒
の
表
に
「
読
書
感
想
文
」

と
朱
書
し
て
く
だ
さ
い
。

る名三宅ど2う
J1f9::綜誌VJy-参1JU~

応
募
方
法
作
品
は
1
人
1
点
と

し
、
作
品
の
前
に
読
書
感
想
・
読

書
活
動
体
験
の
別
、
題
名
、
住
所
、

氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
性
別
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
、
作
品
の
末
尾
に
書

名
、
著
者
名
ま
た
は
編
集
者
名
を

明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
入
選
作
品
は
「
読
書
感

想
文
集
」
に
掲
載
し
刊
行
し
ま
す
。

な
お
優
秀
者
は
県
公
共
図
書
館
大

会
で
表
彰
し
ま
す
。

応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
市
立
図
書
館

(
宮
⑫
2
4
5
7
)

〈アS 

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
受

講
生

H
H
8

月コース
ー

内
容

o
M
S
|
D
O
S

O
デ
ー

タ
l
べ
l
ス
(
中
級
)

O
L
P

ガ
ス
設
備
士
受
験
準
備
講
習
(
実

技
)
0
2
級
建
築
士
、
設
計
製
図
(
実

技
)
申
込
期
間

7
月
2
日

ωi初
日
出

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ

長
崎
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
(
諌

早
市
小
船
越
町
宮
⑫
2
7
2
1
)

第
日
回
夏
季
卓
球
大
会

日
時

7
月
幻
日
側
、

初
分
試
合
開
始

場
所
市
民
体
育
館

午
前
9
時

県央圏域(2市10町)

を訪ねます。

日時 7月29日(月)、午前 9時出発

集合場所 大村市役所前(弁当持参のこと)

コース ・Aブロックの 2番=愛野町(日

吉神社)-千々石町(橘公園)-小浜町(一

乗院)-南串山町(国崎半島)-吾妻町(吾

妻岳牧野)-市役所

募集人員約20人(先着順)

対象者 だれでも参加できます(小学4年

以干は保護者が同伴してください)

申込方法 ノ、ガキに rAブロックの 2番」

と表示、および、住所、氏名、年齢、電話

番号を明記のうえ申し込んでください。

申込期限 7月12日(針必着

参加料 1 000円(小学4年以下は無料)

※このツアーは、県央市町で7月26日-8

月30日まで、 A-Cフホロック (コースカf

違います)に分かれて行われます。

※大村以外のどのブロ ックへの参加もでき

ます(詳しくは事務局へ)

申し込み・問い合わせ 県央広域圏組合事

務局「ふるさとの歴史探訪ツアー」係(干

854諌早市城見町24-18ft⑫ 36 7 3) 

の自然、文化財など

競
技
種
目
・

一
般
男
子
A
・
B
、

一
般
女
子
A
・
B
、
中
学
男
子
・

中
学
女
子
の
各
シ
ン
グ
ル
ス

-
一
般
男
子
・
一
般
女
子
ダ
ブ
ル

ス申
込
締
め
切
り
7
月
刊
日
嗣

申
込
先
朝
長
靖
彦
(
玖
島
2
丁

目
4
0
5
8
@
6
5
3
1
)

海
外
開
発
青
年そ

し
て
3
年

舞
台
は
中
南
米
、

聞
の
生
活
体
験
!

職
種
農
林
水
産
、
工
業
技
術
、

教
育
・
文
化
、
医
療
・
福
祉
、
商

業
な
ど

期
間
3
年
間
(
定
住
可
能
)

経
費
旅
費
、
訓
練
費
用
、
生
活

費
な
ど
を
支
給

応
募
資
格
満
別
歳
1
お
歳
(
高

毎
日
新
聞
創
刊
川
年
記
念

ー『

ー
論
文
を
募
集
し
ま
す
l

‘ー

「
天
正
遣
欧
少
年
使
節
」
に

ち
な
ん
で
、
「
平
成
青
年
使
節
L

と
し
て
4
人
を
来
年
1
月
、
ス

ペ
イ
ン
、
イ
タ
リ
ア
に
派
遣
し

ま
す
。
論
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
よ
り
4

人
を
決
定
。
マ
ド
リ
l
ド
で
開

催
さ
れ
る
、

E
C
各
国
の
青
年

と
集
う
「
日
欧
ヤ
ン
グ
サ
ミ

ッ

ト
」
な
ど
に
参
加
し
ま
す
。

校
卒
業
以
上
の
人
お
よ
び
同
等
の

知
識
、
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら

れ
る
人

募
集
人
員
印
人

申
込
期
限
7
月
刊
日
附

問
い
合
わ
せ
県
国
際
交
流
課
旅

券
渉
外
班
(
宮
0
9
5
8
⑧
0

3

0
2
)
 

婦
人
電
気
教
室
受
講
生

ち
ょ
っ
と
し
た
電
気
の
知
識
が

大
変
役
に
た
ち
ま
す
。
楽
し
み
な

が
ら
電
気
に
強
く
な
り
ま
せ
ん
か
。

論
文
の
テ
l
マ
「
こ
ん
な
世
界

に
私
は
住
み
た
い
|
日
本
人
・
国

際
人
・
地
球
人
」

枚
数

4
0
0
字
詰
原
稿
用
紙
叩

枚
程
度
(
図
表
・
写
真
別
で
未
発

表
の
も
の
)

※
別
紙
に
氏
名
、
住
所
、
生
年
月

日
、
性
別
、
学
校
(
専
攻
)
名
、

電
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ

内
容
電
気
の
A
B
C
、
発
電
の

い
ろ
い
ろ
、
住
ま
い
の
配
線
、
簡

単
な
修
理
、
見
学
会
な
ど
。

期
間

8
月
i
平
成
4
年
1
月、

毎
月
第
4
金
曜
日
、
午
後
1
時

ω

分
1
3
時
初
分

場
所
九
州
電
力
側
大
村
営
業
所

定
員
初
人
(
先
着
順
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
九
州

電
力
側
大
村
営
業
所
(
宮
@
2
1

7
1
)
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応
募
資
格
大
学
・
短
大
・
大

学
院
・
専
門
学
校
生
(
日
本
国

籍
、
英
会
話
若
干
可
能
な
人
)

締
め
切
り
9
月
5
日
同
(
当

日
消
印
有
効
)

※
決
定
し
た
使
節
4
人
に
は
、

欧
州
派
遣
の
ほ
か
に
賞
金
各

初
万
円
(
使
節
に
も
れ
た
佳

作
若
干
名
に
賞
金
5
万
円
)

主
催
毎
日
新
聞
社
、
日
本
ユ

ネ
ス
コ
協
会
連
盟

応
募
・
問
い
合
わ
せ
毎
日
新

聞
東
京
本
社
「
平
成
青
年
使
節

事
務
局
」
(
干
m
l
日
東
京
都
千

代
田
区

一
ツ
橋
1
の
1
の
1
2

m
・
3
2
1
2
・
2
2
7
5
)



広報おおむら平成 3年 7月号

N
H
K
学
園

生
涯
学
習
通
信
講
座

教
養
と
趣
味
を
深
め
る
た
め
の

書
道
・
硬
筆
・
俳
句
・
短
歌
・
囲

碁
な
ど
刀
講
座
1
8
3
コ
l
ス
。

申
込
期
限

7
月
出
日
嗣

「キャンフの
すすめ方議磨J参加者

※
案
内
書
(
無
料
)
を
ご
希
望
の

方
は
、

N
H
K
学
園
八
E
一
十

一
係
(
干
附
l
旧
東
京
都
国
立

市
富
士
見
台
2
1
お
宮
0
4
2

5
・
η
・
3
1
5
1
)

へ
、
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
お
よ
び
、
希
望
の
講
座
名

を
ハ
ガ
キ
に
明
記
L
て
ご
請
求

く
だ
さ
い
。

期日 7月16日(刈、17日(水)

時間午後7時-9時

場所 中地区公民館講堂

内容プログラムの立て方、安全

管理、キャンプファイヤーの効果

的演出、ゲーム、歌、ダンスほか

申込方法往復ハガキに住所・氏

名・年齢・性別・講座名・電話番

号を書いて申し込んでください。

申し込み・問い合わせ

中地区公民館(松並 1丁目246

-5ft⑪1 3 7 6) 

ご
寄
寸{
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
好
意

。
香
典
返
し

松
原
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

V
赤
岩
ツ
ギ
子
(
松
原
本
町
)
電

気
掃
除
機
叩
万
円
相
当

V
田
中
険
市
(
松
原
1
丁
目
)
放

送
機
器

(
5
万
円
相
当
)

社
会
福
祉
基
金
へ

V
菅
沼
愛
子
(
池
田
1
丁
目
)

(
敬
称
略
)

10 

万
円
V
梅
津
良
子

万
円
V
永
田
ト
キ
子
(
協
和
町
)

円V
佐
藤
数
子
(
水
計
町
)
初
万
円

V
原
口
栄
戴
(
武
留
路
町
)
叩
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
森
光
枝
(
水
計
町
)

(
玖
島
2
丁
目
)
叩

金

主す

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

参
加
チ
ー
ム

期
日

8
月
3
日
出
1
5
日
何

た
だ
し
、
参
加
チ
l
ム
に
よ
り

日
程
が
変
わ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

チ
l
ム
編
成

-
小
学
生
の
部
・
・
・
4
年
生
以
上
を

原
則
と
し
ま
す
。

-
中
学
生
男
子
の
部
・・
・
学
年
は
問

叩
万

V
山
浦
利
久
(
古
町
2
丁
目
)
金

一
封
V
平
津
三
吉
(
諏
訪
2
丁
目
)

5

万
円
V
河
野
重
夫
(
西
部
町
)

5
万
円

V
溝
上
平
典
(
杭
出
津
2
丁
目
)

叩
万
円

V
水
田
義
広
(
玖
島
3
丁
目
)
叩

万
円
V
吉
田
フ
サ
(
宮
代
町
)

5
万
円

。
一
般
寄
付

市
内
小
・
中
学
校
へ

V
大
村
市
連
合
婦
人
会

l
図
書
券

い
ま
せ
ん
。

※
単

一
少
年
団
で
編
成
し
て
く
だ

さ
い
。

参
加
資
格
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

に
登
録
し
た
少
年
団

参
加
料
1
チ
l
ム
1
0
0
0
円

申
込
期
限

7
月
幻
日
間

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
体
育
課

寸
さ
わ
や
か
体
操
L

A
Q
E
E

貝
3
B
体
操
の
用
具
を
使
っ
て
、

肩
こ
り
や
便
秘
・
腰
痛
予
防
に
気

持
ち
の
い
い
体
操
を
し
ま
せ
ん
か
。

新
し
く
、
夜
の
教
室
が
始
ま
り

ま
し
た
。

定
例
日
毎
週
火
曜
日
、

時
i

9
時
初
分

場
所
市
コ
ミ
セ
ン

午
後
8

5
万
円
相
当

黒
木
小
学
校
へ

V
福
田
博
(
宮
小
路
2
丁
目
)
応

接
机
8
万
5
千
円
相
当

西
大
村
小
学
校
へ

V
三
城
ゲ
l
ト
ボ
l
ル
同
好
会
H
H

ゲ

l
ト
ボ
l
ル
用
具
叩
万
円
相
当

三
浦
幼
稚
園
へ

ゴ
一
浦
幼
稚
園
P
T
A
I
保
育
用
品

叩
万
5
千
円
相
当

V
御
厨
権

一
郎
(
桜
馬
場
2
丁
目
)

写
真
機
3
万
円
相
当

清
和
国
へ

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
H
H
奉
仕

講
師
小
池
浩
恵
先
生

連
絡
先
城
谷
(
宮
昼
@
7
0
7

6
、
夜
@
5
7
7
7
)

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
教
室

参
加
者

期
間

7
月
紅
白
岡
i
8
月
お
日

目
ま
で
の
日
曜
日
(
計
5
回
)

午
後
1
時
1
4
時

場
所
市
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場
(
市

民
プ
l
ル
横
)

対
象

一
般
・
高
校
男
女

定

員

山

人

申
込
期
限

7
月
四
日
働

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り

ま
す
。

参
加
料
2
0
0
円

申
し
込
み
市
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協

会

(
@
3
6
2
0
橋
口
)

※
弓
具
は
協
会
で
用
意
し
ま
す
。

V
三
期
会
(
加
藤
律
子
ほ
か

)
1

日
舞
慰
問

V
大
村
園
芸
高
校
生
活
科
H
H
奉
仕

V
親
奉
会
(
森
安
太
郎
・
岩
井
勝
・

末
長
辰
夫
・
田
尻
義
彦
・
中
島
松

一
)
理
容
奉
仕

V
本
経
寺

l
か
し
わ
も
ち

V
高
原
生
花
底

1
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
ほ
か

大
村
子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春
(
本
町
)

1
万
円

V
谷
本
康
子
ほ
か
8
人
(
杭
出
津

2
丁
目
)
3
万
円

V
田
川
享
(
西
本
町
)
剣
道
具

アフ0
2レyL，， ... 
イ'

tw 

従
事
期
間

紅
白
出
ま
た
、
夏
休
み
前
後
の
土
曜
・

日
曜
日
に
従
事
で
き
る
方
は
大
歓

迎
し
ま
す
。

従
事
場
所
市
民
プ
ー
ル
、

プ
l
ル

募
集
人
員
加
入

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
体
育
課

7
月
幻
日
制
1
8
月

屋
内

V
原
固
ま
ん
じ
ゅ
う
庖
H
H
か
し
わ

も
ち
V
本
経
寺
H
H
か
し
わ
も
ち

慈
恵
荘
へ

V
板
橋
養
鶏
場
H
H
冷
凍
卯

V
本
経
寺
H
H
か
し
わ
も
ち

マ
ン
ャ
デ
イ
ヤ
マ
シ
タ
H
H
鯉
菓
子

V
日
本
電
信
電
話
側

1
フ
ァ
ッ
ク

スV
永
測
ま
ん
じ
ゅ
う
本
舗

l
ま
ん

じ
ゅ
う

-19 -



康カレジター7月
ア
月
は
、
固
定
資
産
税
(
2
期
〉
、
国
民
健
康
保
険
税

(
q
期
〉
の
納
期
で
す
。
(
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で
〉

安産教室 ~ラマーズ法を練習しましょう~ 16日
乳却児健康相談鈴田出張所⑧9: 30-11 : 00 

オ日 市役所 9 : 30-11 : 00 ⑧ 9 : 30まで
(刈

⑮母子健康手帳、ズボン
情) 一般健康相談市役所 13: 00-16 : 00 

17日
⑪血圧測定・みそ汁の塩分濃度調IJ定ほか

(水)
妊婦教室(3) 中地区公民館 9 : 30-13 : 30 

2日 乳却児健康相談福重出張所⑧1}3・ 30-15: 00 
明日の親の定めの教室 (6) 3歳児健康診査大村保健所

(火) 市コミセン 13 : 00 -16 : 00 ⑧ 9 : 30-10 : 00、13: 00-13 : 30 

188 ⑪昭和63年 1月生まれ (62年 7月-12月生ま
3日 (本) れで、まだ受けていない人も受診してくださしサ

依)
妊婦教室(1) 中地区公民館 13 : 00-16 : 00 ⑥母子健康子帳、問診票

定期巡回献血市役所 9 : 30-12 : 00 

5日 成人の健康相談福祉センター 13 : 00-15 : 00 
⑫40歳以上 ⑮血圧測定・みそ汁の塩分濃度測 オ歳6 か月児健康~査市コミセン

働 定ほか 19日 ⑧13 : 00-13 : 30 @w…12日(甜と同じ

樹 成人の健康相談福祉センター 13 : 00 -15 : 00 

ア日 当番医 @⑪… 5日(針と同じ

(内・消) 南野内科消化器科医院束三城町宮@3 7 3 1 
(日) (耳) 山口耳鼻咽喉科医院東本町宮⑫2706 20日

耳とことばの相談福祉センター 13 : 00-15: 00 
(i.) 

乳泊児健康相談市コミセン

9日 ⑧ 9 : 30-11 : 00、13: 30-15 : 00 
21日 当番医⑮離乳食教室 10 : 30 -15 : 00 (内)川本内科医院久原 1丁目 ft@5675 

(声。 明日の親のための教室(ア) (日) (外・内)牧山医院宮小路2丁目 ft@7831 
市コミセン 13 : 00-16 : 00 

10日 22日
乳鈎児健康相談 コj甫出張所⑧9: 30-11 : 00 

(水)
妊婦教室(2) 中地区公民館 13・00-16: 00 (間

竹田
機能訓練根気の会福祉センター 13:30-15:30 

24日
妊婦教室同) 中地区公民館 13 : 00 -16 : 00 

体) (羽

4歳6か月児健康診査市コミセン 25日
機能訓練根気の会 福祉センター 13 : 30-15 : 30 

⑧13 : 00 -13 : 30 (柄
12日 @平成元年12月生まれ(平成元年 7月-11月生

信詰 まれで、まだ受けていない人も受診してくださ
28日 当番医い)

(内・呼)おおつか内科医院西三城町宮@8080
⑮母子健康子帳、問診票、歯ブラシ (日) (外・内)佐藤外科医院杭出津2丁目 宮@3070

14日 当番産 略号の説明 ⑮…対象 ⑧・・・受け付け ⑮...内容

(日)
(内)近藤医院東本町宮⑪1166 ⑮…もってくるもの
(皮・泌)佐伯皮ふ科泌尿器科医院東本町宮@4330 当番医の診療時間 9 : 00-18 : 00 

毎
月
1
回

発

行

発
行
所
/
大
村
市
役
所
宮
間
側
4
1
1
1

編
集
/
秘
書
広
報
課

印
刷
所
/
鮒
第

一
印
刷

噌

人口の動き

6月1日現在

言十 73，745 
(+63) 

35，105 
(+36) 

38，640 
(+ 27) 

22，712 
(+ 69) 

)内は前月比

男

女

人口

世帯数
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す宇品て

0

0

0

0

0

0

つ

0

0

0

0

0

o

f
行

5

2

5

6

5

6

、

・

唱

E

A

1

a

A

1

l

i

-

-

ム

句

E
i
1
E
i

ド

~

~

~

~

~

~

-

ψ
京

T

A

U

ハU

ハU

ハ
υ
ハU

ハU
-
〈
2

正山

A
v
q
J

ハ
り
の
V
A
V
A
V
K
E
h

-
-

、

:

て

O

}

0

0

0

3

L

べ

1

1

1

1

1

1

て

汁

木

木

水

火

水

金

一

わ

掛

日

日

日

日

日

日

げ

ロ
民

l
t
1
i
円

i

つd
A
守

ρ

h

U

C

3
O
Lい
札
仕
仰
い
仰
い
仰
い
分

「

μ

、

ハ

U

信

ふ

如

何

だ

談

談

談

談

談

談

8

相

相

前

ナ

談

相

相

相

故

相

E
午

ト

羽

権

政

律

鋳

金

加

問

談

に

人

行

法

実

年

不

付
ー

相

軽

ナ

民

気

受

市

お

※

tiア
月
の
定
例
相
談
日

(11 日 ~16 日・組合23周年、 20 日 ~23 日)7月の大村ボート
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